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ホストメイカイケツ

ホストメイカイケツノカイヨウ

ONTAP では、クライアントにアクセスを提供したりサービスにアクセスしたりするため
に、ホスト名を数値の IP アドレスに変換できなければなりません。Storage Virtual

Machine （ SVM ）でローカルまたは外部のネームサービスを使用してホスト情報を解
決するように設定する必要があります。ONTAP では、ホスト名を解決するために外部
DNS サーバまたはローカルの hosts ファイルを使用するように設定できます。

外部 DNS サーバを使用する場合は、動的 DNS （ DDNS ）を設定できます。これにより、新規または変更さ
れた DNS 情報がストレージシステムから DNS サーバに自動的に送信されます。動的 DNS 更新を使用しない
場合は、新しいシステムがオンラインになったときや既存の DNS 情報が変更されたときに、特定された DNS

サーバに手動で DNS 情報（ DNS の名前と IP アドレス）を追加する必要があります。このプロセスは時間が
かかり、エラーが発生しやすくなります。ディザスタリカバリ時に手動で設定を行っていると、ダウンタイム
が長くなる可能性があります。

ホスト名解決に使用する DNS を設定します

ホスト情報を取得するには、 DNS を使用してローカルソースまたはリモートソースに
アクセスします。これらのソースのいずれかまたは両方にアクセスするために DNS を
設定する必要があります。

ONTAP がクライアントに適切なアクセスを許可するには、ホスト情報を検索できなければなりません。ネー
ムサービスを設定して、 ONTAP がホスト情報を取得するためにローカルまたは外部の DNS サービスにアク
セスできるようにします。

ONTAP では、に相当するテーブルにネームサービス設定情報が格納されます /etc/nsswitch.conf UNIX

システム上のファイル。

外部 DNS サーバを使用して、ホスト名解決のために SVM とデータ LIF を設定する

を使用できます vserver services name-service dns コマンドを使用してSVMでDNSを有効にし、ホ
スト名解決にDNSを使用するように設定します。ホスト名は外部 DNS サーバを使用して解決されます。

作業を開始する前に

ホスト名を検索するために、サイト規模の DNS サーバが使用可能である必要があります。

単一点障害を回避するには、複数の DNS サーバを設定する必要があります。。 vserver services

name-service dns create 入力したDNSサーバ名が1つだけの場合は警告が表示されます。

このタスクについて

を参照してください 動的 DNS サービスを設定する SVMでの動的DNSの設定に関する詳細については、を参
照してください。

手順

1. SVM で DNS を有効にします。
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vserver services name-service dns create -vserver vserver_name -domains

domain_name - name-servers ip_addresses -state enabled

次のコマンドは、 SVM vs1 で外部 DNS サーバを有効にします。

vserver services name-service dns create -vserver <vs1.example.com>

-domains <example.com> -name-servers <192.0.2.201,192.0.2.202> -state

<enabled>

vserver services name-service dns create コマンドを使用すると、設定の自動検証が行わ
れ、 ONTAP がネームサーバに接続できない場合はエラーメッセージが報告されます。

2. SVM が所有する LIF で DNS を有効にします。

実行中の場合 使用するコマンド

既存の LIF ゾーン名を変更する network interface modify -lif lifname

-dns-zone

新しい LIF ゾーン名を作成しています network interface create -lif lifname

-dns-zone

vserver services name-service dns create -vserver <vs1> -domains

<example.com> -name-servers <192.0.2.201, 192.0.2.202> -state <enabled>

network interface modify -lif <datalif1> -dns-zone

<zonename.whatever.com>

3. を使用してネームサーバのステータスを検証します vserver services name-service dns check

コマンドを実行します

vserver services name-service dns check -vserver vs1.example.com

VserverName       Server     Status    Status Details

----------------  ---------- -------   --------------------------

vs1.example.com   10.0.0.50  up        Response time (msec): 2

vs1.example.com   10.0.0.51  up        Response time (msec): 2

ホスト名解決用のネームサービススイッチテーブルを設定します

ONTAP がホスト情報を取得するためにローカルまたは外部のネームサービスにアクセスできるようにするに
は、ネームサービススイッチテーブルを正しく設定する必要があります。

作業を開始する前に
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環境内のホストのマッピングでどのネームサービスを使用するかを決めておく必要があります。

手順

1. ネームサービススイッチテーブルに必要なエントリを追加します。

vserver services name-service <ns-switch> create -vserver <vserver_name>

-database <database_name> -source <source_names>

2. ネームサービススイッチテーブルに想定されるエントリが適切な順序で格納されていることを確認しま
す。

vserver services name-service <ns-switch> show -vserver <vserver_name>

例

次の例は、 SVM vs1 のネームサービススイッチテーブルに、ホスト名を解決するためにまずローカルの
hosts ファイルを使用し、次に外部 DNS サーバを使用するように指定するエントリを作成しています。

vserver services name-service ns-switch create -vserver vs1 -database

hosts -sources files dns

hosts テーブルの管理（クラスタ管理者のみ）

クラスタ管理者は、管理 Storage Virtual Machine （ SVM ）の hosts テーブルのホスト
名エントリを追加、変更、削除、表示できます。SVM 管理者は、割り当てられた SVM

に対してのみホスト名エントリを設定できます。

ローカルホスト名エントリを管理するコマンド

を使用できます vserver services name-service dns hosts DNSホストテーブルエントリを作成、変
更、または削除するコマンド。

DNS ホスト名エントリを作成または変更するときは、複数のエイリアスアドレスをカンマで区切って指定で
きます。

状況 使用するコマンド

DNS ホスト名エントリを作成
します

vserver services name-service dns hosts create

DNS ホスト名エントリを変更
する

vserver services name-service dns hosts modify
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DNS ホスト名エントリを削除
する

vserver services name-service dns hosts delete

詳細については、を参照してください "ONTAP 9 のコマンド" をクリックします vserver services

name-service dns hosts コマンド
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